
 

 

 

 

 

 

 

 コロナ禍の梅雨ですが、しっとりと咲く紫陽花とふ

～わりと舞う蛍が落ちつきと癒しを与えてくれます。 

さて、5 月 28 日（金）、高知市高知城ホールでコロ

ナ対策をとって、太平洋核被災支援センター・総会、

学習会、ビキニ労災訴訟を支援する会・総会を開催し

ました。新年度の体制、方針などを報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．太平洋核被災支援センター・総会 

  2021 年度の主な活動は、①調査は当時の資料や名

簿が存在する室戸中心に行う。②核実験と被ばくと

の因果関係を立証するため、内部被ばくの研究を進

めることを決定した。以下、主な活動方針をあげる。 

１．核兵器禁止条約批准を視野に入れたビキニ事件の

歴史的検証が重要になっている。 

２．国連人権規約委員会に対して、核兵器禁止条約第

6 条による核実験被災者救済の先進地域である高知

県への調査を呼びかける。 

３．高知県や国内外の研究者と協力して、ビキニ被災

船員追跡調査、ビキニ事件の情報開示、資料集の普

及を進める。 

４．県健康対策課、室戸市、室戸漁協、船員組合、船

主組合などの協力を得て、室戸市を母港とする被災

船員の疫学的な健康追跡調査を行う。また、保健師

の協力を得て健康相談会を広げていく。 

５．ビキニ検証会と研究者グループでマグロ漁船員が 

どのような労働環境で内部被ばくが避けられない 

 

 

 

 

 

 

 

状況にいたかを明らかにする。そして、内部被ばく

と長期にわたって健康破壊され発症した病気との

関連を明らかにする。 

６．「黒い雨」訴訟に関わる研究は、広島地裁判決とビ

キニ被災での内部被ばくとの関連について、弁護士、

研究者の協力を得て取り組む。 

 

Ⅱ．学習会「クリスマス島核実験と反核運動」 

 まず、映画「クリスマスソング―放射能を浴びた

Ｘ年後（監督 伊藤英朗）」を視聴、次いで、支援セ

ンター共同代表・濵田郁夫氏が当時の新聞記事など

詳細な資料を使ってクリスマス島核実験への反対

運動について説明した。 

  1957 年、イギリスはクリスマス島で核実験を行う

ため、3月から 8月にかけて「危険水域」を設定し、

通告した。日本はアメリカのビキニ水爆実験で甚大

な被害を経験しており、高知県では「クリスマス島

水爆実験阻止高知県実行委員会（委員長・溝渕増己

知事）」を結成、運動は全県的な盛り上がりを見せ、

抗議船団派遣を全面的に支持することになった。 

その後、運動は分裂し、「魚価値下がりが怖い」「魚

が売れんようになる」との声も広がり運動は冷めて

いく。日本原水協も、運動方針に核兵器全面禁止を

掲げることになったが、原水協として抗議船を出す

ことは断念した。しかし、そのような中で、室戸岬

船員同志会は高知県単独で抗議船を出すことを決

定、浦賀出港のマグロ船「第 7 幸鵬丸」「第 3 良栄

丸」は「原水爆実験即時中止」「漁民は原水爆の実験

台ではない」との大のぼりを立てて出漁、海上抗議

デモを行った。 

  濵田氏は「この運動は、現在の核兵器禁止条約成

立につながる先駆的な取り組みだった。我々の励み

として活用していこう。」と訴えた。 

  また、学習会の最後に岡崎与志恵さんが発言、室

戸岬船員同志会や当時の思い出を語ってくれた。 
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Ⅲ．ビキニ労災訴訟を支援する会・総会 

今年 3 月 26 日、高知地裁は二つの訴訟とも東京

地裁へ移送する採決を下した。我 （々原告）は即日、

高松高裁に控訴し、この日の総会では、裁判の支援

活動を東京や全国に広げるためにどうしたらよい

か、議論した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビキニ労災訴訟を支援する会・総会（写真提供：岡村啓佐氏） 

 

１．今年度の共同代表は、昨年度途中で追加された 

３名を含めた６人体制を継続する。 

２．訴訟は、高知地裁と東京地裁での訴訟闘争を想定

し、高知と東京の弁護団で協議を進める。また、支

援する会と弁護団がこれまで以上に連携を深める。 

３．損失補償を求める取り組みを全国に広げていく。

沖縄では、マグロ漁船「銀嶺丸」元漁船員の西銘文

太郎さんのビキニ被災体験が琉球新報 4.28 付で報

道された。西銘さんは提訴の意思を表明している。 

４．原告、遺族同士が交流し合える活動を企画する。 

５．「ビキニデーin 高知」№２を開催する。その準備

を進めていく。 

 

Ⅳ．「ビキニ事件はまだ終わっていない」 

  …水爆実験被災船員・遺族の救済のための資料集 

 ビキニ核被災資料集の№３を出版します。ビキニ事

件の実相をはじめ、裁判闘争や最新の資料を加えまし

た。また、核兵器禁止条約第 6条の核実験被害者の救

済という課題に対して、高知県の取り組みを全国、世

界へ広げるものと自負しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この資料集に掲載した新聞・雑誌の記事は資料として使わせ

ていただいています。ご活用の方に原価分として 1,000 円のカ

ンパ（送料別 400 円均一）をお願いしています。連絡は下記に。 

二つの訴訟とは 

一つは日本政府に対して損失補償を求める訴訟。

もう一つは全国健保協会に対して被ばく元漁船員

の労災申請不承認の取り消しを求める訴訟 

 

 

目次 

１． ビキニ事件の実相 

 ・「ビキニ事件は終わっていない」：雑誌「人権と部落問題」11 回 

 ・「核兵器禁止条約の批准でビキニ核被災船員救済の道を求めて」：  

月間「平和運動」 

２． 被災船員・遺族の証言と記録 

 ・「南洋の雪」連載（被災船員証言の抜粋）：朝日新聞記者・西村奈緒美 

３．ビキニ事件「慰謝料」についての見解                  

４．資料 

 ①被爆船員調査票・・・船別罹患率 

 ②「ビキニ国賠訴訟の世界的意義」：非核の政府を求める京都の会ニュ

ース「NO NUKES まちの便りまちの声」長谷川千秋 

 ③「ビキニ事件に関する研究・メディア・当事者の最新動向」：第五福竜丸

展示館 学芸員 市田真理 

 ④「ピースボートオセアニアの旅」：支援センター副代表・岡村啓佐 

 ⑤日弁連意見書「太平洋・ビキニ環礁における水爆実験で被ばくした元

漁船員らの健康被害に対する救済措置を求める意見書」 

 ⑥「ビキニデーin 高知」オープニング・基調報告・まとめ 

５．「支援する会」ニュース・「室戸の会」ニュース・「支援センターだより」 

６．報道資料                           

〒788-0785高知県宿毛市山奈町芳奈2779-2太平洋核被災支援センター 

tel/fax 0880-66-1763   メール masatosi.sky@orange.zero.jp 

郵便振替口座 01670-9-133376 加入者名 太平洋核被災支援センター 
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